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三重県立上野高等学校 普通科１・２年 

令和４年度 

『みらい探究Ｆ』活動記録 
「みらい探究ＦⅠ」 

～地域貢献夢プログラム～ 

「みらい探究ＦⅡ」 

～地域プロデュース～ 
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はじめに 

 

１．本冊子を作成した目的 

 本冊子は、上野高校普通科の１，２年生が実施した探究活動（みらい探究Ｆ）の取

組についてまとめたものです。みらい探究Ｆでは、生徒の課題研究能力を育成すると

共に、地域の課題について仮説を立て、調査研究し、解決策を考え提案することを目

的に取り組みました。地域の様々な課題について、生徒達が調査研究し、考えた解決

策が少しでも地域の課題解決に貢献できれば幸いです。 

 

２．みらい探究 F とは 

 上野高校は、令和元年度に SSH の指定を受け、現在、「すべての生徒が高い志を持ち、様々

な課題に対して自ら考え挑戦し、自ら切り拓く力を伊賀で地域と共に創るとともに、国際舞

台で活躍できる科学技術人材を伊賀から創出する『上高みらい探究プログラム』を開発する」

ことを目標に様々な活動を行っています。その一環で、普通科の生徒が実施する探究活動が

「みらい探究Ｆ」であり、「地域と共に課題研究能力を創り出す」ことを目標に取り組んでい

ます。１年生では「みらい探究ＦⅠ」、２年生では「みらい探究ＦⅡ」、３年生では「みらい探

究ＦⅢ」を行います。 

 

３．「みらい探究 FⅠ」について 

  「みらい探究ＦⅠ」では、基礎的な課題探究能力を養うことを目標に、「他己紹介」や「ブ

ックレビュー発表会」を通じて質問力や表現力等の探究活動に必要なスキルを向上させると

共に、「地域貢献夢プログラム」により課題探究の流れを経験することで、探究活動の意義や

流れについて学びます。 

 

４．「みらい探究 FⅡ」について 

 「みらい探究ＦⅡ」では、みらい探究ＦⅠで習得したスキル等を活かし、より深い探究活

動を経験します。「地域プロデュース」を通じて地域の課題を共有するとともに、自身の興味

関心に基づく課題を設定して、調査・研究・発表・提案を行います。令和３年度より、課題設

定の際は伊賀市役所からも具体的な課題を提供いただき、探究活動に取り組める体制を取る

と共に、研究を進めるに当たっては伊賀市役所職員等のアドバイザーにも参加いただき、適

宜助言等をもらいながら実施しました。 
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今年度のスケジュール 

 
みらい探究ＦⅠ（普通科１年生） 

 実施項目 

１学期 

オリエンテーション 

ブックレビュー発表会 

教育実習生インタビュー 

探究テーマの検討及び設定 

２学期 

調査方法の検討 

フィールドワークに向けての準備 

フィールドワーク及びポスター作成 

ポスターセッションの準備 

ポスターセッション 

３学期 
みらいプロジェクト最終発表会 見学 

振り返り 

 

 

みらい探究ＦⅡ（普通科２年生） 

 実施項目 

１学期 

オリエンテーション 

修学旅行研修調べ（ＩＣＴ機器活用方法の習得） 

探究テーマの検討及び設定 

チームにおけるテーマの設定・調査方法の検討 

２学期 
調査・研究活動及び中間発表 

中間発表の振り返りに基づいてのスライド修正 

３学期 

みらいプロジェクト発表会に向けての準備 

みらいプロジェクト代表選考会 

みらいプロジェクト最終発表会 

振り返り 
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活動内容（みらい探究ＦⅠ） 

実施項目 オリエンテーション 

日時 令和４年４月 20 日 

目的 ○探究活動（地域貢献夢プログラム）の目的と内容を理解 

内容 ・パワーポイントも用いて、今後の流れを説明した。 

資料等 
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実施項目 ブックレビュー 

日時 令和４年４月 20 日、27日、５月 11 日 

目的 〇探究活動に必要なスキルの習得を目指す。 

内容 ・好きな本を読み、本の魅力をまとめ、その魅力を相手に伝える。 

資料等 
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実施項目 教育実習生インタビュー 

日時 令和４年５月 11 日、18日 

目的 〇探究活動に必要なスキルの習得を目指す。 

内容 ・教育実習生へインタビューを実施し、聞き取った内容を発表する。 

風景 

  

 

実施項目 学部・学科調べ 

日時 令和４年６月８日、15日 

目的 〇探究活動に必要なスキルの習得を目指す。 

○自分の興味関心のある分野について理解する。 

内容 ・適性学部診断テストを行い、自分に合った分野について調べ、調べた内容を発表

する。 

資料等 
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実施項目 フィールドワーク 

日時 令和４年 10 月 17 日、18日、19 日 

目的 ○探究活動のプロセスを体験 

○調査研究した内容の整理 

内容 ・フィールドワークを実施する。 

・ポスター作成のポイントを説明する。プレゼンテーションのコツや、昨年度まで

の作品比較などをパワーポイントのファイルとして作成し、それをもとに説明す

る。 

風景 

  

 

実施項目 ポスターセッション 

日時 令和４年 11 月 16 日 

目的 ○プレゼンテーション力の向上 

○表現力・質問力の向上 

内容 ・１回につき発表時間７分、質疑応答３分で発表を行う。 

風景 
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活動内容（みらい探究ＦⅡ） 

実施項目 オリエンテーション 

日時 令和４年４月 20 日 

目的 ○今後の探究活動の流れを理解する。 

内容 ・パワーポイントを用いて、今後の流れを説明した。 

資料等 
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実施項目 修学旅行研修調べ（ＩＣＴ機器活用習得） 

日時 令和４年６月８日 

目的 ○修学旅行の研修コースを調べ発表することで、ＩＣＴ機器の使用を習得する。 

内容 ・クロームブックを利用し、修学旅行のコースの検討、発表資料の作成を行う。 

・作成した資料は電子黒板を利用し発表する。 

風景 

   

 

実施項目 中間発表 

日時 令和４年９月７日 

目的 ○チームでの探究活動の深化 

○中間発表での反省点を踏まえての論理的な意見の構築 

内容 ・中間発表会でもらった質問等をチーム内で共有し、発表内容の再考・充実をめ

ざす。 

風景 
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実施項目 みらいプロジェクト代表選考会 

日時 令和４年 12 月 14 日 

目的 ○上野高校の探究活動の質の向上 

○探究活動の成果発表とプレゼンテーション力の育成 

○論理的な意見交換の手法の習得及び探究活動の意欲向上 

内容 ・担当教員、同一教室の生徒がルーブリックで評価し、ポイント上位から６チー

ムをみらいプロジェクト発表会に選出する。 

風景 ＊休校により中止となった。 

 

実施項目 みらいプロジェクト成果発表会 

日時 令和５年２月６日 

目的 ○全校生徒を対象に大きな会場での発表会を経験し、探究活動の質を向上させる。 

○専門家の質疑応答を体験し、論理的な意見交換のあり方や今後も続く探究活動へ

の意欲を高める。 

内容 ・普通科から代表選考会の上位６チーム、理数科からは課題研究成果報告会の上

位２チームの計８チームが発表する。 

 

風景 
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探究テーマ一覧（みらい探究 FⅠ） 
・伊賀 vs甲賀 武器比較       ・忍者の暮らしはどのようなものか。 

・忍者の生活            ・忍具について調べ, 伊賀市の観光発展につなげる 

・授業への眠気対策         ・夏の熱中症対策の参考 

・天神祭の歴史とこれから      ・天神祭（鬼行列とだんじり）の歴史 

・伊賀の森林の環境の現状とこれから ・自然の利用と環境保全について 

・伊賀の生き物ー牧場ー       ・甘酸っぱい夏、うちらとすごさへん？ 

・伊賀の特産品の宣伝方法      ・伊賀の魅力を知ってもらう 

・伊賀牛の魅力を伝える       ・かた焼き 

・伊賀牛を普及させるには      ・かた焼きの硬さの理由 

・伊賀に人を呼ぶには？       ・かた焼きの魅力を world へ 

・和菓子を広める          ・伊賀鉄道の利便性、事故 

・旧市役所及び新天地商店街の活用  ・ふるさと納税を広めるためには？ 

・赤目の滝の魅力を知ってもらう   ・モクモクの魅力を伝える 

・赤目四十八滝の水 商品化への道  ・上野城が伊賀市のシンボルである理由 

・モクモクの食べ物を知ってもらうためには 

・舞と雅楽と神社の歴史について、伝統文化をどう伝えていくか 

・伊賀の伝統品”伊賀焼”はどのように産まれ、その時代背景はどのようなものだったのか。 

・伊賀組紐を深く知って広めよう ～伊賀組紐の誕生について～ 

・忍者の睡眠時間や睡眠時刻, 服装について睡眠時間が短い場合 

・名張の祭の歴史について知り、魅力を広める。自分の待ちに拡散する。 

・川の水質と生物について 外来種：在来種 服部川？ 

・何のために忍者ができたのか 必要とされた時代必要とされなくなった時代 

・伊賀のかた焼きは非常食として食べることはできるのか？ 

・モクモクのランチやデザートについて調べ、モクモクファームの魅力を伝える 

・近鉄の歴史を知る。近鉄の利用者数が多いのはなぜか？ 

・介護士の仕事はロボットに全てうばわれるのか 

・返礼品の充実さと納税者数・額の関係について 

・ハザードマップと被害状況の資料を見て、ハザードマップの被害予想の正確さを知る 

・赤目の滝の水質を研究して, 飲み水として活用するにはどのような活動をしたらよいのか 

・赤目四十八滝の水を生活に使える水にするには 

・赤目四十八滝の環境について調べ、その環境を守りながら観光客に 

・へこきまんじゅうで観光客をもっと増やしたい  

・性犯罪について知り, 正しい知識を身につける 

・モクモクファームの実態から、伊賀の発展にどのようにつなげるか 

・伊賀市の魅力をネットや動画で紹介し、観光客を増やし、伊賀市を活性化させる 

・YesNo 占い/複数言語の観光マップ（駅近くのカフェめぐり） 

・伊賀は上野城や忍者のイメージが強いけど、おしゃれなカフェがあるとしってもらう 

・伊賀市はどのように組紐を広めたか/その後全国にどのような影響を与えたのか 

・隠れスポットを見つけるそれを使って観光客を増やすためにどうすればいいか考える 

・上野城の魅力や特徴を再確認し、上野城の素晴らしさをどうやったら全国に広められるか 

 



14 

 

探究テーマ一覧（みらい探究 FⅡ） 
・へこきまんじゅうの魅力を広める 

・いせやをひうろめよう 

・伊賀のあまり知られていない食をもっと観光業に繋げたい 

・伊賀の食べ物の歴史について 

・伊賀食を広めよう！ 

・伊賀牛を三重県一のブランド牛にするには 

・伊賀牛を全国へ 

・食べ歩き、満喫ＰＲ 

・サイクリング旅～伊賀編～ 

・組紐の技術を他の分野で活用しよう 

・いがグリオ成長計画 

・お寺･神社の歴史と未来 

・天神祭を盛り上げて町の活性化を図る 

・伊賀の自然をＰＲする 

・もしオオサンショウウオを育てるなら 

・忍者の生活から見る生活習慣病 

・忍者の生活 

・伊賀の特産品や観光 

・伊賀市を盛り上げる方法を考える。 

・伊賀市の知られていない魅力を発信していく 

・伊賀市の新しい観光地を発見しよう 

・伊賀の活性化 

・伊賀の水と水生物 

・赤目四十八滝の環境とオオサンショウウオ 

・伊賀市の気候の特徴 

・青山高原の再生可能エネルギー 

・伊賀の自然環境を守るには 

・名張の湯 

・赤目四十八滝の全てを知る 

・どうしてチーズは何にかけても美味しいのか 

・上野高校の魅力 

・全国で残り 3 台！ひとり寂しく時を知らせる！ミュージックサイレンの行方！ 

・物価と食料自給率の関係 

・道に落ちているゴミについて 

・伊賀鉄道をもっとよくするには 

・伊賀の交通機関 

・上高近くの名店を調べる 

・伊賀市の名店とその地域の歴史と抱える問題 

・古くからある和菓子屋の和菓子を再現しよう 

・伊賀市が抱える介護の問題 
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発表資料 
みらい探究 FⅠ（ポスターセッション） 
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発表資料 
みらい探究 FⅡ（みらいプロジェクト発表会） 

 

A: 忍者の生活からみる食～現代の兵糧丸～ 
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B: 伊賀市における福祉制度と少子高齢化の現状（一部抜粋） 
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C: 伊賀盆地での農作物〜地域活性化にむけて〜 
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D：伊賀の街をメタバースで活性化 !? 
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E: 伊賀市ならではのリノベーション 
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F: 全国で残り３台！ひとり寂しく時を知らせる 

ミュージックサイレンの行方 
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令和４年度 

『みらい探究Ｆ』活動記録 

 

令和５年３月発行 

発行者 三重県立上野高等学校 ＳＳＨ部 

 

〒518-0873 三重県伊賀市上野丸之内 107 番地 

ＴＥＬ 0595-21-2550  ＦＡＸ 0595-24-7650 

 


